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ＮＧＮ利活用への期待

 放送業務からの期待

 業務用には、高品質の高速回線が必須

（開通待ち時間が長い、品質保証、セキュア）

 どこからでも、迅速に素材が送れる、どこでも迅速に編集ができる

 番組公開ライブラリー

 ＩＰの放送での利用に向けた研究の紹介

品質とセキュリティの保たれた高速回線が
日本全国で迅速に安価に利用できることが期待される。
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全国の番組公開ライブラリー

現在全国５６箇所に専用線で配信

ＮＧＮでもっと柔軟に回線が使えれば…
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放送局用ネットワーク利用技術の研究（ＮＨＫ技研ホームページより）

 番組を効率的に制作し送出するために、ネットワーク上のどこからでも放送局にある
映像素材や機器を自由に組み合わせて利用できる、IPネットワークを利用した分散処
理による新しい放送局システムの研究を進めています。
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ＩＰネットワークを用いた素材収集

 IPを用いた番組素材同期伝送のアーキテクチャ
 遠隔地にある複数の番組素材を同時に転送し、リアルタイムまたは非リアルタイムの編集加
工およびファイル転送を実現するアーキテクチャ

 遅延とその変動が課題となるIPネットワークにおいて、受信側から送信側に同期を取るための
パケットを送って送信側を制御することにより、複数の映像ストリームが多段接続されても同
期を取りながら受信することができる伝送方法に特徴がある

 ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ９ にて

 J.285 「IPネットワーク上の番組素材同期伝送アーキテクチャ」として

２００７年１０月会合で勧告化合意

 研究課題（Q11/9）、IP上のENG伝送

素材サーバ

素材サーバ

A放送局

放送センター

編集機

編集記述
（EDLなど）B放送局

素材(ストリーム)

素材(ストリーム)

同期制御パケット

同期制御パケット

フレーム単位の同期
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ワープロライクな制作ツー
ルで番組を大量生産

TVクリエーター

制作

コンテンツを検索メタデータ
と共に蓄積するサーバー

TVサーバー上の番組を自由に
見られる視聴ツール

流通

TVサーバー

視聴

TVブラウザ

この番組面白そう
私のお気に入りの
スタイルで見ましょう

この間の旅行をこんな感じ
で番組にしよう
だれか見てくれるかな？

制作画面

恐山を訪ねて
恐山を訪ねての2回目
は・・・・

視聴画面

TVｸﾘｴｰﾀｰ
（制作）

TVﾌﾞﾗｳｻﾞｰ
（視聴）

番組リクエスト

ﾏｲ放送局
(公開）

バスを降りるとそこが
・・・・

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

アップロード ダウンロード

 テレビ番組を、誰もが簡単に制作・発信し、視聴できるテレビシステム
 番組記述言語「TVML(TV Making Language)」とCG、音声合成によるコンテンツの自動生成

TV4U(TV for You)～視聴者から簡単にコンテンツ発信～
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ＩＰ放送の研究（ＮＨＫ技研ホームページより）

 様々な伝送路を利用して情報を届けるIPを活用することで、受信
場所や受信環境に応じて柔軟に品質やサービスを構成・提供でき
る放送システムの構築を目指しています。

ＩＰネットワークの放送
利活用の研究を紹介
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ＩＰ放送の研究領域

 デジタル放送／ＩＰ再送信

 放送との同一性がポイント（品質、セキュリティ）

 独自放送／閉域ＩＰネットワーク

 新メディアには、新サービスの開発が必要

 インターネットサービス

 マルチキャスト、キャッチアップ、アーカイブス、Ｗｅｂ

 配信技術の研究（次世代ネット、新世代ネット、オーバーレイ）

 ＩＰ／デジタル放送

 放送の将来への拡張性を担保

 まずは、ＢＳデジタル放送の伝送路でＩＰを流せるように
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放送と通信を利用するダウンロードサービス

放送DLコンテンツ

HDD

高度ＢＳデジタル放送

受信機

サーバー
通信ＤＬコンテンツ

通信ＶＯＤコンテンツ

放送局

需要の多いコンテンツは
放送で一斉ダウンロード

多様な好みへの対応は、
通信で個別ダウンロード
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高度ＢＳダウンロード方式へのＩＰ導入の検討

 高速ダウンロードアプリケーションに、ＩＰ化の効果あり

 パケットサイズの拡大（１８８バイト－＞約１５００バイト）

分割損の削減による伝送効率向上、処理の単純化

 放送網と通信網の使い分け

 ホームネットワークで接続された機器との接続性

 方式のポイント

 MPEG-2 TSに代わるＴＬＶ多重化方式の導入（パケット大型化）

 電波区間ではＩＰヘッダは圧縮伝送（伝送効率向上）

 マルチキャストに限定（処理の簡単化）

データ

データ

データ
ヘッダ
圧縮

ヘッダ
伸張

必要に応じて

パケットの大型化
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ＩＰ／デジタル放送研究紹介

 2011年の高度ＢＳ方式としてＩＰの伝送方式が審議されている

 諮問２０２３号 放送システムに関する技術的条件

 衛星デジタル放送の高度化に関する技術的条件等

 ＮＨＫよりＩＰパケット伝送方式を提案

 ＩP over TSではなく、ＩＰを分割せず伝送

 ＡＲＩＢ審議を経て情通審に中間答申（案）
http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/policyreports/joho_tsusin/housou_system/pdf/080118_1_s2-4.pdf
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今後の研究課題

 ダウンロードサービスの高度化

 ダウンロードサービス以外のサービスの開発

 ユニキャストへの適用

 視聴者（ユーザー）からの情報発信

 Webによる情報発信と同様に、誰もが映像で情報発信。

 コンテンツの2次利用、共同作業環境が可能なネットワーク。

 映像制作リテラシー、デジタルデバイドの解消。


